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銀行システムの将来像
Future Trend of Banking Automation

近年,我が国の銀行システムは益･質の両面で,非常に高度なものとなってきて

いる｡しかも,我が国経済の大形化･国際化は,銀行システムに対し,より大きな

公共性と,いっそう幅Jょい社会的機能を求めている｡本稿はこのようなニーズに対

応して,各種の情報処理技術が果たすべき役割と,システムとしての全休條をホそ

う とするもグ)である｡

銀行システムの未来像の策定に当たっては,必ずしも現行業務･現行導出訂一に限ら

ず､新規業務や未来技術をも大胆に取り上げ,これらを全体像としての立場から位

置づけた｡しゎがって,その実現時期について明言することは由難である｡また金

融制度の改訂,新規参入技術などにより,その様相を変えることもあり得る｡しか

し,以‾トに述べる将来像が,銀行システムの未来をホす一つの方向であると考える0

u 緒 言

長期的な観点に立って銀行システムの将来イ象を考えるとき,

その兆本的発展方向を規定するものは,社会における銀行の

役割の変化である｡戦後の復興期～高度成長期を通じて,我

が国の銀行は産業資金の供給者としての役割を果たしてきた｡

しかも,為替業務,消費者金融,公共料令の自動引落しなど

一連の各種サービスは,銀行機能を社会生活におけるイニ可欠

の要素としつつあり,今や銀行は｢社会の公器+ともいえる

公共性を帯びつつある｡

本稿では,ニうした銀行業務自体における今後の発展方向

を探り,次いでこのニーズを社会的に実現する_r二で利用すべ

き,技術の発展動向について述べる｡

今後の銀行システムは,こうしたニⅦズとシMズの村立作

用の中から,幾つかの‾吋能性として生まれてくる｡本稿では

このこ将来像を,トランザクション処理,フィナンシャル･ネ

ットワmク,経常管理の_二三つの断面からアプローチした｡

臣l 業務ニーズの動向

2.1 大衆イヒの進展

銀行業務の鼓も基本的な発展方向は,大衆化のよりいっそ

うの進展である｡所得水準の向上に伴い,個人の保有する令

融資産も増大の-･途をたどってきた｡銀行の施策もあって,

個人顧客層の銀行利用も拡大する一一方であI),これらの顧客

の二wズに応ずる銀行業務が要請される｡

その第一--･は,各柏の新棟預金,ローーンの提供である｡総合

口座,2年定期預金,積立預金,各椎の消費者ロ【ンなど,

次々と新しい商品が開発されてきた｡時には貸越が起こり,

定期預令の有無はもちろん,その定期預金利率に対応する貸

越利息の計算を必要とする総合口座,中間利息を計算し,支

払又は新たな定期酒食を設定する2年定期,橡維な元利均等

j速i再計算を必要とするローンなど,昔のようにそろばん,元

帳だけで対応するには質的にむ呈的にも不可能な商品となっ

てきている｡

大衆化の第二は,決済機能としての銀行の役割である｡従

来の為替業務が,法人関係以外に個人層にもひんばんに利用

されるようになり,加えて各種公共料金の代金をはじめとし,
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学費,保険料,クレジット代金,税金及び本代･新聞代に至

るまで,銀行のU座振替業務を通じて大量の債権,債務が決

済されている｡

大衆化の第二は,便益の提供である｡前述の口座振替業務,

政府金融機関の代理業務,Cash Dispenser(以下,C.D.と略

す)による営業時間の延長などを通じて,社会に便益を提供

することがますます重要になってくる｡

大衆化の第四は,政府･自治体の施策に密接な関連を持ち

出した点である｡㊧,財産形成預金,年金など行政の動向と

歩調を合わせて顧客層の拡大が進行している｡

これらの大衆化業務に共通して言えることは､量的に多く,

かつ計算l三j休も校雉な上,非常に多くの管理業務を含んでい

る｡今後これを低コスト,高能率で実行してゆく上で,情報

処理技術に課される役割はますます大きくなってゆくであろう｡

2.2 国際イヒの進展

資源が少なく,人口の多い我が国にとって,貿易の重要性

は言うまでもない｡こうした企業活動の国際化に伴い,その

金融を担う銀行業務の国際化も著しいものがある｡

国際化の第一は,外国為替業務の取扱量の増大である｡特

に最近,出際競争力の向上と中堅企業の海外進出に伴い,外

国為替についても国内業務と同じくその機械化へのニーズが

高まりつつある｡

国際化の第_二は,資本調達と融資対象の国際化である｡国

際化時代における資金調達に当たっては,世界各国の金融情

勢の繁閑に対応して,外債の発行,ユーロ･ダラー及びオイ

ル･ダラーの取入れなどを機動的に行なう必要がある｡また

--･方,日本企業の海外支店,現地法人,提携先企業との預貸

金取引も日を迫って急増しつつある｡これら取引も国別,企

業別の管理から,国内外を含めた連結企業グループロ単位で把

手屋する,統合的管理システムが必要となってくる｡

国際化の第二は,外貨資産価値の保全である｡外貨レⅦ卜

の変動相場制によr),外貨資産の実際価値は,時々刻々変化

している｡こうした国際経済環境を的確に把握し,相場変動

による損失を未然に防ぐことこそ,国際化時代における健全

性の維持に必要な戟略である｡このためには,国際的な情報
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網の完備とリスク分析など,広範な経営科学技法の開発が必

要とされる｡

2･3 公共性の増大とセキュリティーの向上

元来,銀行業は信用機能の中枢として極めて公共性の高い

ものである0 しかし,こういった井本的性格に加えて大衆化

とともに,その取引層の拡大と日常生活との密着化により,

よr)いっそう広範,かつ重大な公共性を付加しつつある｡

公共性の第一は,口座振替やCJlなどによる日常性の増大

である｡もし万一-,この処理に支障が生ずれば公共サービス

を受け得ない事態も起こり,日常生活に重大な障害を生ずる

煉凶ともなる｡このほか,給与振込,クレジット決済,C.D.

による生活資金の引出しなど,いずれも国民の日常生活に密

着したサービスである｡

-･方,企業活動においても手形決済,外国為替業務など,

銀行機能の停止は,社会的混乱や企業倒産へと波及する危険

性すら包蔵している｡しかも,ニうLた銀行機能の広範な部

分がコンピュータ･システムに依存しており,今後共この傾

向は増大してゆく｡これに対処するためには,コンピュータ･

システムの安全性と,ノ､【ドゥェア,ソフトウェアの信束則隼

の向上はもちろん,システム全休としてのフェイル･ソフト

機能と,迅速･容易な再開始機能などの完備が必須の要件と

なろう｡

2.4 知識産業への指向

低成長時代への移行とともに,企業活動も従来巧･壬の量的拡

大から,高付加価値を目指す質の向上へと向かいつつある｡

これに対応して,企業,公共団体に対する知的サービスは,

銀行業にとって,今後の大きな課題である｡その-一部は現在

既に経営相談毒などの形で実現している｡しかし,人件費の

-L昇と経営環境の複雑化に対処してゆくには,人的サ【ビス
に加えて､より組織的,機動的なサービスへと向かう必要が

ある｡

知的サービスの具体例としては,既にアメリカの-･部銀行

で見られる取引先企業の財務診断T.S.S.(時分割システム)サ

ービスがあるが,今後これ以外に,(1)外貨事情,経済指標な

どの外国経済データ･サービス,(2)銀行借入れと並行した政

府機関の融資や,社債発行などの資念調達戦略,(3)余裕資金

の運用戟略などのサービスが要求される｡この点銀行業は長

年の資令,財務に関する経験と,コンピュータ利用技術の蓄

積があり,これを総合した新しいレベルの知的サービスの開

拓の時となろう｡

田 技術進歩と銀行業務への適用性

上述の業務ニーズを実現してゆく上で,銀行システムは従

来からも大きな役割を果たしてきた｡センター当たりのオン

ラインlトラフィック量,端末台数,センタ【･ファイル収

容量のいずれを見ても,我が国の銀行システムは欧米諸国に

類を見ないレベルに達している｡

しかし,今後よりいっそうの発展を実現してゆくためには,

今後開発されるべき多くの技術成果を,銀行システムの中へ

取り込んでゆかねばならない｡以下に,銀行業務のニーズと

の関連から,技術の発展動向について述べる｡

3.1基礎技術の進歩

最近の情報処理技術の進歩は著しいものがある｡ニの基盤

となるものは,単体としての基礎技術と具体的業務処理に対

応するシステム技術とがある｡基礎技術の代表例としては,

半導体素子,パタ】ン認識技術,メモリ媒体などにおける進

歩が注目される｡
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図l半導体技術の進歩 半導体の実装密度が3年間でID倍の速度で進

歩Lていることを示す｡この限界点は,発熱邑磁気作用からくると思われる｡

半御本素子の技術進歩は,その製造技術の開発などにより,

チップ当たり素子数の飛躍的増加として表われつつある｡図1

に見られるように1),1970年を基準とする10年脚=こ約1,000倍

となり,二の結果コスト･パー7オ【マンスも大幅に改善さ

れる見通しである｡このL.S.Ⅰ.(大規模集積回路)技術の進歩

は,マイクロコンピュータのイ氏廉化において殻も端的に反映

し,表1に示すとおり,大形コンピュータの約100倍の価格

当たり計算能力を実現しつつある｡ただし,マイクロコンピ

ュータの場合,-･命令の持つ能力は大形機に及ばない面もあ

るが,今後,端末や丁云送制御の分野では,大きなインパクト

を与えるであろう｡

第∴のメモリ媒体における進歩では,一一方では従来のディ

スク系メモリの低廉化,他方ではより高連な磁気バブル,

C･C･D.(Charge Coupled Devices)などの実用化が予想され

る｡図2.3は2),1975～1985年間におけるファイル･メモ

リの価格傾向と平#Jアクセス時間の予想値を示したものであ

る｡こうしたメモリのす氏廉化,高速化により,分散処理に適

したローカル･ファイル,信用情報の照会に応ずる巨大なデ

‾タ･ベース･システムの構築などが実用性をもつようにな

るであろう｡

基礎技術の第三としては,パターン認識技術の進歩である｡

表2に示すように,現在までのコンピュータは主として数値

データを取I)扱ってきたが,今後は漢字,記号など幅広い情

表l計算能力の比較 単位コスト(l万円)を投じた場合,卜抄当たり

何ステップの処理を行なうことができるかを示したものである｡処理能力を分

散させることが,コスト的にも成り立つ方向を示Lている｡

計算機の種類 マイクロコンピュータ ミニコンビュータ 大形コンピュータ

計算能力
l′700 170

ステップ数/秒･万円
17′000
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図2 ファイル･メモリの価格低下傾向 将来ファイルとLて利用

されると思われるメモリのコストの予想値を示Lたものである｡

報を処理することが課題とされている｡ニのパタMン認識の

技術は,通商産業省の大型プロジェクトの･一つとして,昭和

55年を目標としてプロト･タイプの開発が進められており,

図4に示すようなシステムとして実現が予想される｡ニの技

術の実用化は,手書伝票･手形′ト切手類の自動読取りはもち

ろん,音声による照会と応答など,入力作業の大幅な省力化

への可能性を与えてくれる｡

3.2 分散処理

現在の株式会社三和銀行オンライン･システムは,安全性

も考慮してセンタ計算機を束京,大阪の2箇所に分散Lてい

る｡また,営業店に端末制御のミニコンビュータ(T.C.E.)及

びマイクロコンピュータを内蔵した端末とに機能分散されて

いる｡今後の銀行システムでは,システムの分～牧化が一つの

方向と見られるか,そのパターンとしては,図5に示すよう

な幾つかの方式が考えられる｡その第一は,中火コンピュー

タを複数のプロセッサが構成するプロセッサ分散,第二は勘

定ファイルを営業ノ吉に分散するファイル分散の二つに分けら

れる｡プロセッサ分散は,処理ごとにプロセッサをて別り当て

外部パターン
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図3 平均アクセス時間の減少傾向 将来,ファイルとLて利用され

ると思われるメモリのアクセス時間の予想イ直を示Lたものである｡

表2 情報の種類とシステム パターン認識の対象となる情報の特徴

を.現行の情報と比妻交Lたものである｡

現在の電子計算機による

情報処‡里システム
パターンT胃 几千里システム

対象とする情報

外部情報の入力三去

演算,処理,判断,表示

記憶

主として数値

人手(パンチャーなど)によ

り入力｡匡】形などは名前付

lけとし･人手により入力0

文字,図形,物体,音声

など｡

そのままの形,人手を介

さず直接入力｡

1時系列l次元的取j汲い

(逐次処理)
2三欠元的取扱(並列処理)

パターンの属性に応じて

書き込み,読み出Lを行

なう(連想記憶など)｡

番地付けにより書き込み.

読み出しを行なう｡

識 別 部

記憶及び

組織化部

前処理部 特徴抽出部 総合判断部

図4 パターン情報システムの概念図 通商産業省大型プロジェクトにおけるパターン情報処理システ

ムのプロ トタイプの概念を示したものである｡

処理装置

文字･回野
表 不

文字･図形

ハードコピー

音 声応 答

｢‾l‾‾‾■｢

キ堤軍≡ヨ
セ南信甫
lデ

ー タl
+
_____+
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処

王里

FEPI BPU2 FP3
ファイル

1.マルチプロセッサにより

ファイルプロセッサ フェイルソフト

2.FEP,BPU,FPなどへの機

能委譲が可能

(例)Ba〔kofAmerica

筑ッサBPU IOP4 川

分 Ⅰ/0プロセッサ

散
BPU

マルチプロセッサ

機

能

分

散

預 金 科目別 1.業務ごとにシステム構成
ファイル を独立化

1FEP為替

貸付

科目別計算機

(例)BankofAme｢tca
CitiBank

フ

ア

イ

ノレ

分

散

ロ

l lセンター

1.数箇店の処理を+Cに集中

化
力

ノレ

セ

l

+C7F9 LCF JCF

2.ファイル分散により信頼

性向上

(例)Societ6General
ン

タ

(LC)

SC8

営業店

プ lセンターl

1.営業店ごとに勘定ファイ

ルの一部をもちBCにて自

ラ
ン BCF BC6F BCF

チ
セ

ン

タ

(BC)

TCETCE TCE

営業店

店業務処‡里

2.ファイル分散による信頼

性向上

分イ
ン

テ

三上
ン′

エ

散てi

機

能
分

散
せ

ず

営業店lセンターFl
l

TCE5TCE TCE

Aよ占ょも

1.端末制御以外はすペてセ

ンターで処理

′王:

1･FEP=FrontE=dProcessor 6.BC=巳ranchCenter

2･BPU=BasicProces引ng〕nit 7.+C=Loca‡Center

3･FP=FileProcessor 8･SC=S山【chingContro!【er

4･IOP=IOProcessor 9.F=営業店ファイル
5.TCE=TerminalController

図5 各種方式によるシステム構成例 分散型システムを,幾つかの

実例を混じえて説明Lた｡

AIXセンタ(マルセーユの北)

4,800BPS

Honeywe】1716

母店

窓口装置

計1万台 5台ノ′ノ店

支店

HDLC

外部システム

図6 Societe Genera一におけるシステム構成例

である｡

る処理分散[通信用プロセッサ,ファイルプロセッサ,Ⅰ/0

(入出力)70ロセッサ,業務処理プロセッサなど]と,機能単

位にプロセッサを割り当てる機能分散(預金,為替,貸付な

ど業務単位)に分けられる｡アメリカにおける例では,Bank

Of America,CitiBankが,褐数のミニコンピュータを利用

して構成した例がある｡ファイル分散は,勘定ファイルを全

営業店に分散したり,代表的な母店とも言うべき営業店に持

たすものなどが考えられる｡フランスのSocie托 Gemeralで

は,パリとマルセイユにそれぞれHoneywel166/80,66/60ミ

ニコンピュータを各1台置き,200箇所の母店にHoneywel1716

ミニコンピュータを置いた図6に示すようなシステムを使用

している｡全支店数は2,000店で,これに約1万台の端末を

置き,200箇所の母店で管理する母店制度を採用(仝口座数は

520万口座,当座,貸付,ローンほか)している｡分散化の理

由としては,必要処理能力が集中型では処玉里できなくなるこ

とと,母店制による管理体制のためとしている｡

プロセッサ分散の2例では,ファイル更新作業はバッチで

行ない,オンライン処理としては照会が主体と考えられる｡

この点我が国における事情とは若干異なるが,銀行オンライ

ン･システムもますます大規模化し,また公器としての障害

に対する影響もー一段と大きくなっている｡二のため,より高

信碩化システムの追求には,分散システムの概念も今後は必

要となってくる｡

3.3 コンピュータ･ネットワーク

捻子ナオンラインの実現に伴い,オンライン業務プログラム

の種類,端末台数及び伝送データ量も膨大な量に達している｡

このようにネットワーク内のりソース量が多くなると,そ

の利用効率の向上策が重要となる｡

コンピュータ･ネットワーク技術の第一-のメリットは,図

7,8に示すように,褐数の業務プログラム,複数のホス

ト･コンピュータでの回線,端末の共有を可能にさせ,資源

の有効利用と処理の分散を実現する｡また中央及び端末とプ

ログラム間の独立性の向上は,端末システムの拡張,中央障

害時における他系コンピュータへの負荷移転を容易にし,銀

行システムの信束副生向上に役立つものと思われる｡

第二のメリットは,自行網と外部との交信における容易さ

PARエSセンタ

Honeywel166.ノ60

80万口座

72K BPS

2.400BPS

lO支店./′母店

⊂手口

晶
注:HDLC=州gh Leve=〕ata Llnk Control

分散型バンキング･システムの構成例を示Lたもの

Honeywel事 6針80

240万口座

DN66-32

外部システム

母店計200箇所

計2,000支店
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(b)望ましい方式(オンライン業務で,回線,端末の共有化可能)

注:● =端末デバイス
TSS=T】meSIla｢ingSystem

l■ =端末コントローラ RJE=RemoteJob Ent｢y

図7 複数の業務プログラムによる回線･端末の共有 コンピュ

ータ･ネットワーク技術によりリソースの共有が可能となる原王里を示したもの

である｡

と,コスト低減効果である｡現在既に全銀為替システムや

NCS(日本キャッシュサービス株式会朴)のシステムなどに

ょり,-一部業掛こついては外部システムとの交イーこiが実現され

ている｡しかし,今後はプロトコル(交信規約)の標準化とデ

ィジタル交換網の発達により,より広範な業務データが取引

先企業や他業界との間で交信可能となろう｡

第三のメリットは,パケット交換機能の利絹である｡今後

銀行システムが各種の外部システムとの交信を必要とするに

っれて,機動的な情報の‾交換が必要となる｡パケット交換は

こうした多角的なデMタ伝送に強力な武器となろう｡

3.4 端末システムとマイクロコンピュータの利用

端末システムの将来動向としては,メモリ素十の′ト形化,

低廉化による惟能札L 及びマイクロコンビュ〉一夕の利用によ

るインテリジュント化とローカル機能のよりいっそうの充実

が挙げられる｡他方,こうした･一般的進歩と並んで,漢字人

出力,画條･音声系の利用,利札･証発根の｢現物処理+の技

術が,銀行システムの一部として組み込まれてくると思われる‾0

前者の主要点としては,端末側プログラム機能の充実,低

価格ファイルの実現による処理能力の向上 オフライン機能

の強化,迅速な障害復旧と再開始機能などによる信根性の向

上である｡また端末装置のモジュール化は,オペレ耶夕誘導

機能の向上と相まって,′ト形化･効率化及び汎用機的な他業

務への代替の可能性を高めるのに役立つであろう｡

他方,現在入出力装置の分野で開発されつつある特殊入出

力の処理は,その小形化 低廉化とともに,端末機能の-一部

として組み込まれ,省力化とマン･マシン･インタフェ‾ス

の向上に役立つものと思われる｡

これら端末システムの向上を支えるものとして,マイクロ

コンピュータの性能向上とディジタル交換網の発展がある｡

最近のLSI技術の進歩により,コスト当たりの計算能力は,

大形コンビュⅥタを1とすれば,ミニコンピュータは10,マ

イクロコンピュータは100とも言われる｡この結果,マイクロ

コンピュータを端末システムの各所に利用できるようになり,

王ホストコンピュータ

ヽヽ

ネットワーク･オペレータ

ホストコンピュータ

CCP

PCC

ホストコンピュータ

l

注:CCP=通信制御処王里装置

----=ある一時点における端末デ′くイスの交信相手ホストコンピュータ

図8 複数ホストコンピュータによる回線･端末の共有 コンピ

ュータ･ネットワーク技術によりリソースの共有が可能となる原理を示Lたも

のである｡

オンライン･システムの柔軟性,拡張性と信拙作の｢こJj上に人

きな其朋寺がもたれる｡

n 業務システムの将来像

4.1トランザクション処理システム

記帳事務の機械化から始まったこのシステムも,残高更新,

利息計算,′トロ現金支払いへとその範榊を広げてきた0

今後このシステムに追加される機能の第一一は,C･D･,A･D･

(二Automatic Depositor)機能を含む,より強力な無人化機器

による窓口事務のよりいっそうの省力化である｡C･D･は現在,

主として銀行店舗内に設置されているが,給与振込のよりし､

っそうの普及と社会の二【ズとともに無ノし化機器の一一般企業

やノ占舗外への拡張が見込まれる｡

第二は,各椎事務処理間のよ-)いっそうの連続化であり,

払込と,入金処理･案内などがその代表である｡

第∴は本人確認や証券類の正当件のチェックとその処理の

省力化である｡現在のコンピュータ･システムは主として人

手操作による数値データを対象としているが,今後は日本語

文寸二,｢那壬,物イ本,詳声などを扱うパターン認識の技術が人

幅に採用される｡この結果,非数値データを含む証券類上の

怖幸艮入力が容易となり,現物証券の移動を情報伝達に置き放

えることが可能となろう｡

4.2 フィナンシャル･ネットワークへの発展

銀行オンライン･システムは,当初自行内オンラインとし

て誕生したが,その後,全銀為替システム(全銀デ√タ過=

システム)やオンライン碓鵜制度によ-),銀行間システムへと

ヲ己展した｡妓=二昭和48年に認可された店舗外C.D･の設置と

N.C.S.の誕生は,銀行支店網を超えたより広範なシステム

ヘと党旗しつつある｡また,今年5月9日から稼動を開始した

SWIFT(Society for WorldwideInterbank Financial

Tel｡C｡mmuni｡ation)システムへの加入により,鈍行システ

ムは,内緒を越えたフィナンシャル･ネ･ソトワークともいう

べき社会的,世界的なシステムへと転化してぃ♪く0
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図9 フィナンシャル･ネットワークヘの発展

たものである｡
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将来における銀行システムの外部への発展を予想L

今後,低成長時代を迎え,この方向は単なる取引処理の円

滑化というレベルにとどまらず,業種間,個人間に介在する

事務の省力化,及び人的･物的移動を情報伝達に置き換える

ものであー),省資源化という観点からも今後よりいっそう進

展するであろう｡

この分野で最もニーズが高いのは,取引先と銀行間=二おけ

るオンライン綱である｡為替入金通知,残高照会などの連絡

車務,勘定間振替,為替取組依板などの取引処理が,この企業

や家庭の端末を通じて行なわれる｡このほか,証券,保険,

クレジット会社など,異種金融機関との間におけるオンライ

ン取引処理も,今後そのニーズが高まるであろう｡

こうした動きと並んで,地士或社会全体を包含するコミュニ

ティ‾･バンキング･システムも,今後の銀行システムの重

要な構成要素となろう｡その最も先駆的なものとしては,小

売店のP･0.S.(Point of Sales)端末と銀行のコンピュータと

を結合し,単品管理･販売管理と資令決折とを同時に処理し

ようとするものである｡このP.0.S.システムは,現在あまり

成功していないが,今後端末の低廉化に伴い,クレジソト会

社や一般家庭をも包含した,自動決済システムへと発展して

ゆく ものと思われる｡

以上述べたように,各種の外部システムと結合した銀行シ

ステムは,極めて複雑な様相を呈すると思われるが,その概

念図は図9に示すようになろう3)｡

4.3 経営管理システム

コンピュータの経営管理目的への活用は,従来主として経

済予測,長期経営計画,支店設置計画など,民期的ないLマ

クロ的な用途が中心であー),処理形態から見ればバッチ･シ

ステムが基本であった｡しかし,オンライン･ファイルの発

展に伴い,最近では,支店,勘定科目をまたがるC.Ⅰ.F.(C｡S-

tomersInformatiom File)の構築が盛んとなってきた｡

今後この分野における発展方向としては,上記マクロ分析

とミクロの管理ファイルとを結合した,より営業直結的なシ

ステムが重要となろう｡こうしたシステムの例としては,支

店がその業務を推進する目的で戦術立案時に利用する｢支店

管理システム+もその一つである｡こうしたオンライン･ベ

‾スでの計画立案システムは,今後企業環境の変化が激化す

C.DリA.D.

共同セ ン タ

国内地銀行

シ ス テ ム

SWIFT

ラインコンセントレ一夕

全 銀

為替システム

A･D･=Aリーomato川atic Depositor

るにつれて､よリミクロ･レベルヘも適用されてゆくものと

思われる｡その主なものを挙げると,貸出し先の管理に関連

Lた企業財務評価システム,新種預金や債権の市場分析,預

金者行動の分析などのマーケッティング業務,在外資産を含

む資産管理と証券投資のためのポートフォリオ分析などである｡

これらの計画業務に用いられるコンピュータ･システムと

しては,豊富なアプリケーション･プログラムの開発とオン

ライン･ベ【スでの利用をサポートするオペレーティングシ

ステムの開発､マクロ経済指標とミクロの取引情報を統合し

たデータベースの構築,及び本部スタッフだけでなく各営業

店の手法職者,外交担当者にも手軽に利用できる各種の端末が

イこ‾nr大の要素となろう｡

白 結 言

銀行システムは一般の業務システムに比べて,特に社会性

の高いものである｡特に今後予想される金利自II-1化の時代に

備え,できるだけ高い金利の頂金,できるだけ低い令利の貸

金を実子fすることも,その社会的責什となってこよう｡

二のためには,多竜かつ校雉な計算処理と的確な管理を,今

まで以上に低廉かつ効率的に実施する必要かあり,今後共情

報処玉里技術に課せられた役割は大きい｡

こうLた期待にこたえてゆくには,社会のニーズに絶えず

注目し,二れを実現するための技術開発への努力が何よりも

重要とイ言ずるものである｡

終わりに,本稿の執筆に当たっては,株式全車L二三和銀行事

務一企画部の高H 武副郡民放び日立製作所システム開発研究

所の中村 茂主任研究員に御協力をいただいた｡ニこに深謝

の意を表わす次第である｡
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